
    

このたびの総会をもって理事を退任されました、古谷淳子様、 

服部金次様、お世話になりありがとうございました。今後もお力添え

よろしくお願い致します。 
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Ｔｏｇｅｔｈｅｒ  コロナ禍の旅はマイクロツーリズム！□かくいう私も(I also like this?)甲賀市内と滋賀県内の知らない

所巡りにハマっています▼名所旧跡はもちろん、美味しい穴場の店を探して地酒も堪能しながら☆ですから国際交流のあり方も

一工夫をして◆遠くに出かけることは難しいのでリモート活用はもちろん、改めてお近くに住む外国籍の方々と交流を深めること

で再発見があるかも◎できれば美味しい各国のお料理とお酒を味わいながら(T) 

 

甲賀市国際交流協会 
Koka International Society 

2022 年度 通常総会開催   5/28 まるーむ にて 
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＜2022 年度 会員募集中＞                        ※会員資格は新法人に引き継がれます 

当協会の自主財源は、個人会員様、法人会員様からいただく年会費（個人 2,000 円・法人 10,000 円）に支えられていま

す。今年度はコロナ禍であっても出来るだけ対面での事業を予定しており、ご参加いただけるイベントなども昨年以上となるよう考えて

います。年度の半分が過ぎましたが、2022 年度の会員を募集しています。ぜひ、会員拡大および当協会の運営にご協力ください。 

2022 年度 甲賀市国際交流協会役員 
 

顧  問 大橋 淳一  

顧  問 西本 信也  

会  長 中島 教芳 （情報交流部長） 

副会長 水谷 敦子 （国際交流部長）  

副会長 山下 由行 （国際教育部長） 

運営委員長 古谷 兼一（地域交流部長）  

 

理 事 大谷 五十二 上原 ジャンカルロ 

阿部 公子 曽田 玲 

関 純一郎 橋本 渓太郎 

池田 吉希 坂本 正太郎 

 高野 由美 橋本 善信 

林 初広  長良 秀昭 

      浜田 麻里    原田 千晶 

監 事 松下 富男  

      植西 禮之輔 

事務局長  大河原 佳子 

（順不同・敬称略） 

 

 

今年度で監事を退任されました髙田信男様におかれましては、

2009 年から理事として、2018 年からは監事として、長年にわたり

協会運営および事業全般にご尽力いただきました。得意とされてい

る写真で各種事業の記録写真を撮影していただくなど、いろいろと助

けて頂いたことが想い出されます。 本当にありがとうございました。 

新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点より、2 年続けて書面決

議となった総会でしたが、今年度は「まるーむ」にて 2022 年度通常総

会を開催。対面での開催は３年ぶりでしたが、１92 名・団体（うち委

任状による出席 147）の皆様が出席される盛会となりました。 

議案中、この 2022 年度は協会が大きく変わろうとする準備の年で、

設立以来取り組んできた活動や事業を総括する大切な１年であるとの

説明があり、その柱として協会の法人化についての提案がなされました。 

これは法人格を持つことで社会的な信用を得るとともに、今後の運営

や行政と連携して行う「多文化共生の地域づくり」をより発展させていき

たいとの思いから進めるものです。 

結果は満場一致にて可決。本年度中の成立に向け、三役、理事会

にて協議が進められることとなりました。 

また総会後は、恒例の各チーム活動紹介。和気あいあいとした雰囲

気の中にも要を得た紹介をされるリーダーの姿に、出席者のみなさんは

興味深く聞き入っておられました。 

世界平和を祈るコンサート 2022.6.12 

▪ 前期 日本語教室 

▪ やさしい日本語でつながる会 

▪ 外国人相談会＆しゃべりば 

▪ にんにん大花火・にんにん横丁 

▪ 「多文化共生アンケート2021」 

☆ 新企画☆甲賀ではたらく！ 

▪ ３年ぶりの国際交流 

フェスタ開催をめざして 

▪ 2022 年度通常総会 

 

 
 

 

 



    

  

貝の出汁が効いたラーメンのお店 

今回より、甲賀市で活躍されている外国人市民のみなさんを紹介していきたいと企画しました。 

トップバッターはブラジリアン柔術・MMA※女子の現役チャンピオン「貝出汁チャーシューそば」のオー

ナー “サジキ エリカ”さんです。 ブラジル出身の日系 3 世 “サジキ エリカ”さんは、2008 年に来日

し、その後始めたブラジリアン柔術で関節技を極める魅力にハマり、今では MMA 団体「WARDOG 

CAGE FIGHT」の現役チャンピオンとして活躍しています。 ※MMA:総合格闘技 

大阪で出会った味！   

貝出汁ラーメンを初めて食べたとき、その美味しさに感動しました。食べながら、「私だったら、もっと

おいしいラーメンが作れる」と瞬間的に思いました。滋賀県には貝出汁ラーメンのお店がなかったの

で、是非お店をオープンさせたいと思いました。  

麺処八貝をオープン   

2022 年 1 月に水口町城内に念願のラーメン屋をオープンさせました。おすすめのメニューは、貝出汁チャーシューそば、八貝昆布飯、

エビ水餃子です。8 種類の貝と野菜からとったスープはとてもヘルシーで女性に大人気です。貝にはからだによい成分が豊富で豊かな風

味と触感が味わえます。自家製麺は全粒粉（熟成小麦）を使用し、普通の小麦と比べて栄養価が高く、腸内環境にも良いとされて

います。また、全粒粉は血糖値の上昇を緩やかにもしてくれます。 

仕事とトレーニングを両立し、甲賀市で働くエリカさんの作る“貝出汁チャーシューラーメン”を是非ご賞味ください。 

2022 年度 前期 日本語教室 「虹」 「にんじゃ」無事終わる  

深刻な被害を受けているウクライナを音楽を通して支援し、滋賀県に避難されてきた方の力になりたい。

そんな思いで、6 月 12 日(日)、青空が広がる甲賀市役所前広場にて、「和 da AFFAIR」と甲賀市国際

交流協会の共催で「世界平和を祈るコンサート」を開催しました。 

和 da AFFAIR のメンバーはアメリカ・オーストラリア・イギリス・日本の４カ国出身のメンバーで 1997 年

に結成。音楽は『国境を越えた平和の芸術』であり、あらゆる国の人々の心をひとつにするもので、当日も

甲賀市在住の外国から来た市民も大勢参加。また外国人の子ども達も募金活動に協力し、甲賀市に熱

い思いを馳せた方々が、県内外から駆けつけて下さいました。 

この日は、創造的な協力のひとつになったと信じています。心温まるチャリティーコンサートとなり、集まって

下さった方々に感謝しています。ありがとうございました。（和 da AFFAIR） 

皆様からお寄せいただいた募金の金額は 121,212 円となり、公益財団法人滋賀県国際協会を通じて「しが外国籍住民  

支援ネットワーク」に全額寄付させて頂きました。 

世界平和をいのる コンサート  和 da AFFAIR × KIS ☆新企画☆  甲賀 de はたらく！ 

場所：滋賀県甲賀市水口町城内 4191 

営業時間：10:30-14:00（LO 13:30） 

          17:30 -21:00 (LO 20:30) 

※LO：ラストオーダー 定休日：月曜 

TEL:0748-76-3197 

 

3 年ぶりの国際交流フェスタ開催めざして 10/2 まるーむにて開催予定定）       

2020 年、2021 年はオンラインや YouTube 配信で「国ふぇす」を開催しましたが、今年

は対面での「国ふぇす 2022 in Koka」開催を目指して実行委員が計画を練っています。 

これまで 3 回の実行委員長の経験をもつ社会人 1 年目の山本芙生さんが、「お互いを

知り、甲賀市を知る、次につなぐための国ふぇすにしたい」と抱負を述べ、世代や国籍が異な

るメンバーをうまくまとめてくれています。 

今後の感染状況や社会情勢により、内容等は変更になることも考えられますが、今回

は、甲賀市まちづくり活動センター「まるーむ」を全館お借りし、芝生広場に飲食ブースやス

テージを配置し、屋外も有効に活用したいと考えています。 

また、「貝出汁中華 麺処八貝」のエリカさんのように、甲賀市で起業され活躍されている外国人市民の皆さんのお店のパンフレットなどを

設置し、多くの方にご紹介したいと思っています。詳細が決まりましたら、改めてお知らせをいたしますが、 

スケジュール帳に「2022 年 10 月 2 日(日) 国ふぇす」と記しておいていただければと思います。 

オンライン国ふぇす 2020・2021 の様子はこちらから → 

昨年度は、新型コロナウィルス感染症の拡大防止のため、ほとんど日本語教室を開催することができませんでしたが、今年度は社会の

動きも「with コロナ」であることから、日本語ボランティアの皆さんの協力のもと、感染予防対策を講じて日本語教室を開催することができ

ました。 

「虹」の教室は、昨年度の日本語ボランティア養成講座を受講した 4 人の方が新たなメンバーとして活動され、月曜 2 時からの教室

（全 12 回開催）と個別教室でも活躍してくださいました。（4 月～7 月 学習者のべ 168 人、ボランティアのべ 187 人） 

「にんじゃ」教室は、毎年多くの技能実習生が学習に来られていましたが、感染拡大防止のため学習者の定員をこれまでの約半分と

し、全 8 回の教室を無事に終えることができました。（4 月～7 月 学習者のべ 99 人 ボランティアのべ 83 人） 

新型コロナウィルス感染症拡大防止の水際対策として来日が規制されていたこととで、企業で就労する技能実習生の学習者が減りま

したが、家族も帯同し来日できる在留資格をもつ方が増えてきました。今後は子どもや家族の日常生活、保育園や学校等での日本語

学習が課題になってくることと思います。地域のボランティアによって支えられてきた日本語教室が担う役割と企業や学校での日本語教育

について、これまでも関係者が集まって何度も話しをしてきました。滋賀県では、このほど「生活者としての外国人のための地域日本語教育

アクションプラン」ができ、今後は県や市町が連携して具体的な取り組みにつながっていくのではないかと期待しています。 

やさしい日本語でつながる会  会話編  ～参加者リポート

～   ６月５日（日）、水口鹿深ホールにて開催された日本語交流チーム主催の「第４回やさしい日本語でつながる会」に参加。今回は

「会話編」として、実際に外国人の方と「やさしい日本語」を使って会話する際のポイントを学びました。まずはチームメンバーによる「一斉清

掃のお知らせを持って、組内の外国人に参加を呼びかける」という設定の寸劇を見て、 

外国人にはどんなところがわかりにくいのかを整理するとともに、会話をスムーズにする 

ポイントを学習。これをもとに「ゴミ出しのルールを外国人に伝える」というグループワークと、 

「外国人を市内の観光ポイントに誘う」という発表を、それぞれ「やさしい日本語」を意識 

しながら行いました。 

結果は、聞くとするとでは大違い。こちらの当たり前がそうではないと頭ではわかってい

ながら、それを「やさしい日本語」にするのはなかなか難しく、そういったことを普段から意

識することの大切さを痛感しました。それでも勉強会自体は本当に楽しく、次回も是非

参加したいと思っています。（参加者Ｈ） 

抱負を述べる実行委員長と 

大学 4 回生の副実行委員長（右） 



 

市と協会が連携して、月に 1 回、外国人市民のための相談会と「しゃべりば」を開催することになりました。これまで、6 月、7 月の 2 回

開催しましたが、「しゃべりば」には、5 か国、のべ 22 人の方にご参加いただき、様々な話題で盛り上がりました。 

まだ外国人市民の皆さんに浸透していないことから、相談に来られた方はおられませんでしたが、外国人の皆さんが話しやすい雰囲気

づくり、そして、「●●へ行けば相談ができる」ということが浸透するよう、開催日や時間帯なども再検討しながら、市とともに進めていきた

いと思います。 

 

＜在留資格等に関する相談会の開催＞ 

甲賀市役所 多文化共生係では、２か月に一度、大阪出入国管理局の方

に来ていただいて、在留資格に関する相談会を開催されています。お知り合いの

方で、在留資格に関するご相談がある方は、問い合わせてみてください。 

次回は、10 月 2 日 フェスタの時に相談コーナーを設置予定です。 

※相談申込みは、甲賀市 市民活動推進課 多文化共生係  69-2114 

3 年ぶりの開催となった花火大会は、想像を超える来場者で、飲食等のテントが立ち並ぶ「にん

にん横丁」も大盛況。当協会の会員で、ブラジルの牛串肉「エスペチーニョ」をキッチンカーで販売さ

れている BANZAI FOODS さん、国際交流フェスタでも毎回お世話になっている、NAZCA Peru

さん、Sara Deserts さんのペルーのチキンパイ「エンパナダ」や「チキンタコス」「アルファホール」などを

販売させていただきました。 

テントの前には行列ができ、スタッフの皆さんは

休憩する間も花火を観る間もなく、ひたすら炭火で牛串肉や鳥もも肉を焼いていただい

ていましたが、なかなか追いつかず、ご来店いただいた方には、ずいぶんお待たせをしまし

た。それでも、甲賀市でブラジルやペルーの料理が食べられるとあって、5 分～20 分ぐら

い並んで召し上がってくださいました。 

こうした地域の一大イベントで外国人の皆さんが頑張っている姿を見ていただくこと

で、甲賀市には素晴らしい人財がおられることや甲賀市ならではの文化が息づいてい

ることに気が付いていただけるのではないでしょうか。 

ご協力いただきました、会員の高橋ファミリー、大竹ファミリー、ベロスファミリー、協会役員、 

ボランティアの皆様、ありがとうございました。そして、当協会のテントにお越しくださり、お買い 

求めくださった皆様、ありがとうございました。 

甲賀市 多文化共生係×KIS 外国人相談会＆しゃべりば

開催 

甲賀流にんにん大花火・にんにん横丁に出店 7/30 JA こうか駐車場にて 



 

「多文化共生アンケート 2021」からみえてきたこと 

2022年 2月～3月にかけて、市と協会で市民の皆さんを対象に「多文化共生アンケート」を実施しました。その結果の

一部を紹介します。回答者数は、外国人（ポルトガル語 11、スペイン語 6、ベトナム語 20、中国語 14、英語 3、やさしい日

本語 4）計 58、日本人計 83でした。なお、グラフで示したものは複数選択できる質問の回答です。 

 

＜外国人市民の回答より＞ 情報、制度、教育の充実を 

▪ 日本人市民に比べて派遣社員・請負社員が高く、正社員が少ない。住居につい

ては「持ち家」と回答する方が 3 割をしめ、定住化が進んでいるが、日本人と比べ

区や自治会加入率が低く、その制度が理解されていないと思われます。 

▪ 困りごとの相談は友人が多いが、最近、甲賀市多文化共生係と協会が開設した

「外国人相談会＆しゃべりば」の相談事業でより充実することが期待されます。 

▪ 日本語学習や災害への備えでは、パソコンやスマホのアプリ、テキストを使って自分

で学習すると回答した人が多く、コロナの影響で、独学で学べるツールが増えてきた

ことも関係しています。一方、防災に関する情報の多くが日本語であるため、日本

人に比べると十分に備えができていないようです。市の災害情報メールは多言語で

発信されますが、入口の登録段階で進んでいない推進課題の一つです。 

▪ また、災害情報の入手先については、メディアの次に友人を頼る人が多く、メディア

利用と人のネットワークをいかに充実させるかが課題です。今年度立ち上げた PR

戦略会議に期待されます。 

▪ 同国人への支援として「通訳」ができるに対し、「翻訳」ができるという回答が少な

く、日本語の「読み書き」に自信がないということがうかがえます。 

▪ 行政サービスへの期待は、多言語情報、日本語教育、こども支援、交流面の充

実です。最後に、これからも甲賀市に住み続けたいかという問いに対しては、ほとん

どが「はい」との回答でした。 

 

＜日本人市民の回答より＞  ことばの壁、交流による相互理解 

▪ 甲賀市にずっと住んでいるという方が多い一方、近所づきあいが「あまり多くな

い」「まったくない」という回答が半数以上でした。 

▪ そうした中で、外国人との関りについては、挨拶をする、市や国際交流協会が

行うイベントや日本語教室、学校や職場、私的に交流がある人などが案外多

いことがわかり、「会えば話をする」「たまに話をする」と答えた人は 10～30 代

で 27％、40 代～でおよそ半数。60 代では「話したことがない」が多数をしめ

ました。 

▪ さらに、外国人が住んでいて良かったと思うことはという問いには、「外国の文

化・言葉を学べる」「国際交流や異文化理解の機会になる」という回答が多

数みられたが、逆に困ったこととして、言葉がわからず、うまく意思疎通ができな

いため、地域の生活ルールを守らないという回答もありました。 

▪ このことから、言葉の壁を低くするために「やさしい日本語」の啓発や交流機会を増やしてお互いに理解しあう関係づくりが必要と思

われる。また、外国人に対し「支援する」という意識をもつ人が多いことから「お互いに支え合っている」という意識啓発も大切である

と考えます。 

▪ 自由記述欄には、「心を開き、良き友人になる」「畑を一緒に耕し、野菜等を育て収穫している」という回答がある一方、「郷に入

れば郷に従え、異文化強要をするな」という厳しい意見もあしました。守るべき地域のルールもありますが、守られるべきそれぞれの

文化があり、お互いに理解しあうことこそ、多様性を認めあう「共生」の社会につながるものではないでしょうか。なお、回答いただい

た方には、抽選で 100 名の方に甲賀市産の「みずかがみ」のお米をプレゼントしました。美味しいお米だったと好評でした。   



    

  

貝の出汁が効いたラーメンのお店 

今回より、甲賀市で活躍されている外国人市民のみなさんを紹介していきたいと企画しました。 

トップバッターはブラジリアン柔術・MMA※女子の現役チャンピオン「貝出汁チャーシューそば」のオー

ナー “サジキ エリカ”さんです。 ブラジル出身の日系 3 世 “サジキ エリカ”さんは、2008 年に来日

し、その後始めたブラジリアン柔術で関節技を極める魅力にハマり、今では MMA 団体「WARDOG 

CAGE FIGHT」の現役チャンピオンとして活躍しています。 ※MMA:総合格闘技 

大阪で出会った味！   

貝出汁ラーメンを初めて食べたとき、その美味しさに感動しました。食べながら、「私だったら、もっと

おいしいラーメンが作れる」と瞬間的に思いました。滋賀県には貝出汁ラーメンのお店がなかったの

で、是非お店をオープンさせたいと思いました。  

麺処八貝をオープン   

2022 年 1 月に水口町城内に念願のラーメン屋をオープンさせました。おすすめのメニューは、貝出汁チャーシューそば、八貝昆布飯、

エビ水餃子です。8 種類の貝と野菜からとったスープはとてもヘルシーで女性に大人気です。貝にはからだによい成分が豊富で豊かな風

味と触感が味わえます。自家製麺は全粒粉（熟成小麦）を使用し、普通の小麦と比べて栄養価が高く、腸内環境にも良いとされて

います。また、全粒粉は血糖値の上昇を緩やかにもしてくれます。 

仕事とトレーニングを両立し、甲賀市で働くエリカさんの作る“貝出汁チャーシューラーメン”を是非ご賞味ください。 

2022 年度 前期 日本語教室 「虹」 「にんじゃ」無事終わる  

深刻な被害を受けているウクライナを音楽を通して支援し、滋賀県に避難されてきた方の力になりたい。

そんな思いで、6 月 12 日(日)、青空が広がる甲賀市役所前広場にて、「和 da AFFAIR」と甲賀市国際

交流協会の共催で「世界平和を祈るコンサート」を開催しました。 

和 da AFFAIR のメンバーはアメリカ・オーストラリア・イギリス・日本の４カ国出身のメンバーで 1997 年

に結成。音楽は『国境を越えた平和の芸術』であり、あらゆる国の人々の心をひとつにするもので、当日も

甲賀市在住の外国から来た市民も大勢参加。また外国人の子ども達も募金活動に協力し、甲賀市に熱

い思いを馳せた方々が、県内外から駆けつけて下さいました。 

この日は、創造的な協力のひとつになったと信じています。心温まるチャリティーコンサートとなり、集まって

下さった方々に感謝しています。ありがとうございました。（和 da AFFAIR） 

皆様からお寄せいただいた募金の金額は 121,212 円となり、公益財団法人滋賀県国際協会を通じて「しが外国籍住民  

支援ネットワーク」に全額寄付させて頂きました。 

世界平和をいのる コンサート  和 da AFFAIR × KIS ☆新企画☆  甲賀 de はたらく！ 

場所：滋賀県甲賀市水口町城内 4191 

営業時間：10:30-14:00（LO 13:30） 

          17:30 -21:00 (LO 20:30) 

※LO：ラストオーダー 定休日：月曜 

TEL:0748-76-3197 

 

3 年ぶりの国際交流フェスタ開催めざして 10/2 まるーむにて開催予定定）       

2020 年、2021 年はオンラインや YouTube 配信で「国ふぇす」を開催しましたが、今年

は対面での「国ふぇす 2022 in Koka」開催を目指して実行委員が計画を練っています。 

これまで 3 回の実行委員長の経験をもつ社会人 1 年目の山本芙生さんが、「お互いを

知り、甲賀市を知る、次につなぐための国ふぇすにしたい」と抱負を述べ、世代や国籍が異な

るメンバーをうまくまとめてくれています。 

今後の感染状況や社会情勢により、内容等は変更になることも考えられますが、今回

は、甲賀市まちづくり活動センター「まるーむ」を全館お借りし、芝生広場に飲食ブースやス

テージを配置し、屋外も有効に活用したいと考えています。 

また、「貝出汁中華 麺処八貝」のエリカさんのように、甲賀市で起業され活躍されている外国人市民の皆さんのお店のパンフレットなどを

設置し、多くの方にご紹介したいと思っています。詳細が決まりましたら、改めてお知らせをいたしますが、 

スケジュール帳に「2022 年 10 月 2 日(日) 国ふぇす」と記しておいていただければと思います。 

オンライン国ふぇす 2020・2021 の様子はこちらから → 

昨年度は、新型コロナウィルス感染症の拡大防止のため、ほとんど日本語教室を開催することができませんでしたが、今年度は社会の

動きも「with コロナ」であることから、日本語ボランティアの皆さんの協力のもと、感染予防対策を講じて日本語教室を開催することができ

ました。 

「虹」の教室は、昨年度の日本語ボランティア養成講座を受講した 4 人の方が新たなメンバーとして活動され、月曜 2 時からの教室

（全 12 回開催）と個別教室でも活躍してくださいました。（4 月～7 月 学習者のべ 168 人、ボランティアのべ 187 人） 

「にんじゃ」教室は、毎年多くの技能実習生が学習に来られていましたが、感染拡大防止のため学習者の定員をこれまでの約半分と

し、全 8 回の教室を無事に終えることができました。（4 月～7 月 学習者のべ 99 人 ボランティアのべ 83 人） 

新型コロナウィルス感染症拡大防止の水際対策として来日が規制されていたこととで、企業で就労する技能実習生の学習者が減りま

したが、家族も帯同し来日できる在留資格をもつ方が増えてきました。今後は子どもや家族の日常生活、保育園や学校等での日本語

学習が課題になってくることと思います。地域のボランティアによって支えられてきた日本語教室が担う役割と企業や学校での日本語教育

について、これまでも関係者が集まって何度も話しをしてきました。滋賀県では、このほど「生活者としての外国人のための地域日本語教育

アクションプラン」ができ、今後は県や市町が連携して具体的な取り組みにつながっていくのではないかと期待しています。 

やさしい日本語でつながる会  会話編  ～参加者リポート

～   ６月５日（日）、水口鹿深ホールにて開催された日本語交流チーム主催の「第４回やさしい日本語でつながる会」に参加。今回は

「会話編」として、実際に外国人の方と「やさしい日本語」を使って会話する際のポイントを学びました。まずはチームメンバーによる「一斉清

掃のお知らせを持って、組内の外国人に参加を呼びかける」という設定の寸劇を見て、 

外国人にはどんなところがわかりにくいのかを整理するとともに、会話をスムーズにする 

ポイントを学習。これをもとに「ゴミ出しのルールを外国人に伝える」というグループワークと、 

「外国人を市内の観光ポイントに誘う」という発表を、それぞれ「やさしい日本語」を意識 

しながら行いました。 

結果は、聞くとするとでは大違い。こちらの当たり前がそうではないと頭ではわかってい

ながら、それを「やさしい日本語」にするのはなかなか難しく、そういったことを普段から意

識することの大切さを痛感しました。それでも勉強会自体は本当に楽しく、次回も是非

参加したいと思っています。（参加者Ｈ） 

抱負を述べる実行委員長と 

大学 4 回生の副実行委員長（右） 



    

このたびの総会をもって理事を退任されました、古谷淳子様、 

服部金次様、お世話になりありがとうございました。今後もお力添え

よろしくお願い致します。 
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Ｔｏｇｅｔｈｅｒ  コロナ禍の旅はマイクロツーリズム！□かくいう私も(I also like this?)甲賀市内と滋賀県内の知らない

所巡りにハマっています▼名所旧跡はもちろん、美味しい穴場の店を探して地酒も堪能しながら☆ですから国際交流のあり方も

一工夫をして◆遠くに出かけることは難しいのでリモート活用はもちろん、改めてお近くに住む外国籍の方々と交流を深めること

で再発見があるかも◎できれば美味しい各国のお料理とお酒を味わいながら(T) 

 

甲賀市国際交流協会 
Koka International Society 

2022 年度 通常総会開催   5/28 まるーむ にて 

〒528-0005 甲賀市水口町水口 6053 甲賀市役所別館 2F 

TEL:0748-63-8728  FAX:0748-70-6468  Email: mifa@mx.biwa.ne.jp 

月～金（祝日除く AM9:00～PM5:30）  

 

＜2022 年度 会員募集中＞                        ※会員資格は新法人に引き継がれます 

当協会の自主財源は、個人会員様、法人会員様からいただく年会費（個人 2,000 円・法人 10,000 円）に支えられていま

す。今年度はコロナ禍であっても出来るだけ対面での事業を予定しており、ご参加いただけるイベントなども昨年以上となるよう考えて

います。年度の半分が過ぎましたが、2022 年度の会員を募集しています。ぜひ、会員拡大および当協会の運営にご協力ください。 

2022 年度 甲賀市国際交流協会役員 
 

顧  問 大橋 淳一  

顧  問 西本 信也  

会  長 中島 教芳 （情報交流部長） 

副会長 水谷 敦子 （国際交流部長）  

副会長 山下 由行 （国際教育部長） 

運営委員長 古谷 兼一（地域交流部長）  

 

理 事 大谷 五十二 上原 ジャンカルロ 

阿部 公子 曽田 玲 

関 純一郎 橋本 渓太郎 

池田 吉希 坂本 正太郎 

 高野 由美 橋本 善信 

林 初広  長良 秀昭 

      浜田 麻里    原田 千晶 

監 事 松下 富男  

      植西 禮之輔 

事務局長  大河原 佳子 

（順不同・敬称略） 

 

 

今年度で監事を退任されました髙田信男様におかれましては、

2009 年から理事として、2018 年からは監事として、長年にわたり

協会運営および事業全般にご尽力いただきました。得意とされてい

る写真で各種事業の記録写真を撮影していただくなど、いろいろと助

けて頂いたことが想い出されます。 本当にありがとうございました。 

新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点より、2 年続けて書面決

議となった総会でしたが、今年度は「まるーむ」にて 2022 年度通常総

会を開催。対面での開催は３年ぶりでしたが、１92 名・団体（うち委

任状による出席 147）の皆様が出席される盛会となりました。 

議案中、この 2022 年度は協会が大きく変わろうとする準備の年で、

設立以来取り組んできた活動や事業を総括する大切な１年であるとの

説明があり、その柱として協会の法人化についての提案がなされました。 

これは法人格を持つことで社会的な信用を得るとともに、今後の運営

や行政と連携して行う「多文化共生の地域づくり」をより発展させていき

たいとの思いから進めるものです。 

結果は満場一致にて可決。本年度中の成立に向け、三役、理事会

にて協議が進められることとなりました。 

また総会後は、恒例の各チーム活動紹介。和気あいあいとした雰囲

気の中にも要を得た紹介をされるリーダーの姿に、出席者のみなさんは

興味深く聞き入っておられました。 

世界平和を祈るコンサート 2022.6.12 

▪ 前期 日本語教室 

▪ やさしい日本語でつながる会 

▪ 外国人相談会＆しゃべりば 

▪ にんにん大花火・にんにん横丁 

▪ 「多文化共生アンケート2021」 

☆ 新企画☆甲賀ではたらく！ 

▪ ３年ぶりの国際交流 

フェスタ開催をめざして 

▪ 2022 年度通常総会 

 

 
 

 

 


